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日常生活動作：ジニウム膝継手とC-Legの比較 

対象製品 

主要所見 

C-Legと比較した場合、ジニウムでは 
→日常生活活動（ADL)の60%において臨床的に安全性が向上 
→ADLの内53%で動作の困難性が減少 
→階段昇段動作の容易さが34%改善。降段では10%改善 
→上り坂歩行の容易さが24%改善。下り坂では17%改善 
→後ろ歩き歩行の容易さが26%改善 

ジニウムの使用による、日常生活動作の安全性の臨床的な改善 

ジニウムが安全であると臨
床的に認められる 

臨床的な閾値に達していな
いが、ジニウムがより安全 

45の日常生活動作で安全性を検証 



研究デザイン 

個体群 

対象： 
以前使用の義足： 
切断原因： 
平均年齢： 
切断後の平均年数： 
活動レベル：           

10名の片側大腿切断者 
C-Leg 
外傷 
36.7歳（±10.2歳） 
12.5歳（±9.6歳） 
40%がK3、60%がK4 

結果 

項目 評価法 C-Legに対するジニウムの結果 評価* 

平坦路面 膝継手毎での
ADL評価表 

後ろ歩きの困難性が26%減少。 
歩行スピードの多様性が困難性の減少と関連。 

++ 
+ 

階段 膝継手毎での
ADL評価表 

階段昇段において困難性が34%減少し、降段において
10%減少。 

++ 

斜面、坂道 膝継手毎での
ADL評価表 

下り坂において困難性が24%減少し、上り坂において
17%減少。 

++ 

不整路面、障
害物コース 

膝継手毎での
ADL評価表 

不整な路面と不明瞭な路面において、困難性が減少
する傾向。 

+ 

安全性 ADL評価表 
比較 

ADLの60%において安全性の臨床的改善が示された。 
ADLの40%において安全性の改善が示される傾向に
あった。 
“家庭と社会生活”のカテゴリーにおいて、ADLの83%が
安全性の臨床的改善を示した。 
“移動性”のカテゴリーにおいて、ADLの63%が安全性
の臨床的改善を示した。 

n.a. 

ADLにおける
活動性、移動
性 

ADL評価表 
比較 

ADLの53%において困難性の臨床的減少が示された。 
ADLの47%において困難性の臨床的減少が示される傾
向にあった。 
“家庭と社会生活”のカテゴリーにおいて、ADLの75%が
困難性の臨床的減少を示した。 
“移動性”のカテゴリーにおいて、ADLの58%が困難性
の臨床的減少を示す傾向にあった。 

n.a. 
 

*評価の表示について：変化なし（0）、良好な傾向（+）、不良な傾向（-）、顕著な結果（++または--）、範囲外（n.a） 



執筆者のまとめ 

本研究は、C-Legと比較した場合において、ジニウム義足システムの新技術を
用いた機能が、活動レベルMFCL3または4の切断者に対して人体工学的に明
確な利点があるだけでなく、多くのADL動作において安全性や困難性の改善を
もたらすことを示している（Kannenbergなど、2013）。 


